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読者からの便り

「計 り知れないほど貴重です』
成長の助け

新 し くなっ存 「リアホナ」(不ペイン

語版)の 装丁 に賛辞 を送 りたい と思い，

ます。毎月，掲載記事を楽 しく読 ませ

ていただいています。アルゼンチ ン，

ウルグアイ，パ ラグアイのための家族

の歴史センターでディレクターをして

いる私たちに とっで， この機関誌 を通

して受けている助 けは，計 り知れない

ほ ど貴重です。

神権指導者や ワー ド部， 支部の会員

を対象 に行 なった発表 の中で，「子供

たちの心 をその父に向けさせる」 こと

の重要性 をよ く知 って もらうために，

「リアホナ」 に掲載 された記事 を用い

ました。'主の助け と，このすばらしい

機関誌 のおかげで，私たちの伝道 は成

功 しています。

アルゼンチン，ブエンスアイレス

ルーフィーノ ・ロ ドリゲス長老， ロ ド』

リゲス姉妹

「非常に意義深いもの』

1990年4月 号 に掲載 された記事 「ご

めんなさい，バーサ」 は，私 にとって

非常に意義深い ものでした。それ は多

分私の中に，バーサのようなところが

あるか らだと思 います。私 の所属 して

いた小 さな町のワー ド部の青少年は，

い くつ もの排他的なグループを作って

いて，私はいつ も仲間外れで した。め

ったにパーテ ィーや活動に誘 われ るこ

とはな く，高校時代 になって もずっ と，

私 はひとりで した。

現在私は独身成人ですが，昔 と大 し

て変わ らず，恥ずかしが り屋で，自意

識過剰の傷つ きやすいタイプの人間で

す。深 く傷ついた こともあります。 こ

の記事によって，青少年 の兄弟姉妹が

ほかの人々 に手 を差 し伸べ，活動の仲

間に入れることの大切さを知 って もら

えれ ばと思います。 自分 の態度によっ

て傷ついているか もしれない人に， ど

うか 目を向けてほしいのです。

匿名希望
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「リアホナ」(ス ペ イン語版)に 感謝

しています。福音の中で成長 し，天父
Fをさ らによく知 るための助 けとな りま

す。

また私がステーキ部宣教師，ステー

キ部伝道部長会書記，長老定員会教師

としての召 しを果たす と剖 この機関

誌 はとて も役立 っています。'

ウルグアイ，モンテ ビデオ

ヘ ラル ド・ガルシア，

祝 福

「リアホナ」(ポ ル トガル語版)編 集

者の価値 ある大 き，な働 きに賛辞 の言葉

を贈ラ たい と思い まず。

おかげで私 たちの家族 は，・イエズ ・

キ リス トの永遠の祝福を理解するの に'

役立つ記事を分かち合 うとい う，特別

なひとときをいつ も過 ごしています。

"リ アホナ」を読むことは
，私たちに

とって祝福です。

ブラジル， リオデジャネイロ

ニル トン ・アン トニオ ・P・S・ デ ・

ソーザ，'ニル トン ・アレクサン ドレ ・

P・ デ ・ソーザ， ビアンカ ・クリステ

ィアーネ ・P・ デ ・ソーザ

編集室から

世界中の愛読者 の皆 さんにとて も感

謝 してい ます。皆 さんの手紙，記事，

物語蓼 どをお寄 せ ください。(投 稿 の

際 は，住所，氏名，ステーキ部/地 方

部/伝 道部， ワー ド部/支 部名 を明記

して ください)今 月号 より 「読者 か ら

の便 り」のあて先 を下記の とお り変更

いた します。お便 りは日本語で も結構一

です。今後 もさらに多 くの皆様か らの

お便 りをお待ちしています。

Comment，Seitonor百ichl，

50EastNorthTempleStreet，

SaltLakeCity，Utah84150

∪.S.A.
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大管長会メッセージ

「あ な た は

む さぽ っ て は な らな い」

●

第一副管長

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

わな

ひ
とつの罠について話 したいと思います。その罠 は喜びと幸福を得ようとする私

こうかつ

たちの努力を台無 しにして しまうものです。それは狡猜で邪悪な力であり，「今

持 っているだけでは足 りない。 もっと必要だ」 とささやきかけて きます。

主はご自身の指 をもって石の板に十戒を記 されたときに，最後の10番 目の戒 めとし

て次のように言われました。「あなたは隣人 の家 をむさぼってはならない。隣人の妻，

しもべ，はしため，牛， ろば， またすべて隣人の ものをむさぼってはならない。」(出

エジプ ト20：17)

その時以来この世には数多 く変転がありましたが，人間の本質は変わっていません。

私 はこれまで，若いうちか ら金持ちになる，高価な車 を買 う，最高の服 を身に着 ける，

街にマンシ ョンを持つ，あるいは郊外 に一戸建ての家 を持つ，などという決心 をして

いる人が，今の時代 にも数多 くいるのを世界中で目にして きました。彼 らにとっては

それが人生の大目的なのです。またある人々にとっては，倫理や道徳などの観点か ら

見ても，目標達成の手段 はそれほど重要な意味 を持っていません。彼 らはほかの人が
どんよく

持っているものに貧欲な視線 を注ぎ，利己心 と貧欲さをもって所有欲を満た してい く

のです。

人 はだれでも成功 したいと思うものです。私 もすべての人に成功 してほしいと思い

ます。しかし私たちは，何をもって成功の尺度 とするのかに注意 しなければなりませ

ん。毎 日の新聞を読むだけでも，激 しい欲望や衝動に駆 られて不幸 な事態や深刻な失

敗に陥った人々の例を数多 く見 ることができます。かつては高級な乗用車 を乗 り回し，

予露者の勧告に従う人

人は，心の平安と安ら

かな家庭を得て，周囲

の人々から尊ばれます。
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豪邸に住んでいたのに，今では牢獄の中でしおたれてい
㌔る人 もいます

。彼 らが並外れた能力を持 った人々である

ことは確かです。すばらしい知性 を持っていながら，そ

の才気のゆえに罠に落ち込んでしまったのです。

主が今私たちに語 りかけ，十戒の最後 の戒めを授けら

れるとしたら，こう言われるのではないでしょうか。「あ

なたは隣人の家 をむさぼってはな らない。またその人の

社会的地位，車 をむさぼってはならない。隣人のいかな

るものをもむさぼってはならない。」

ここ数年，有能な男女の物語が，様々な新聞の紙上 を

にぎわ してきました。彼 らは初 めは高潔さと正直さとを

もって働 き，ほどほどに生活 を楽 しんでいましたが， そ

れだけでは満足できなくな りました。そして自分の王国

を広げたい と熱望するあまり，人々に甘い投資の話 を持

ちかけました。そして多 くの場合 この投資家たちも，貧

欲が もたらす同様の苦汁 を味わわされたのです。彼 らは

わずかな投資で大儲けができるといううまい話に心 を奪

われてしまったのです。そして，自分の尾を追いかける

犬のように，挫折の日が くるまで事業を進めていったの

です。投資をそそのかした側 も投資 した側 も，共 に夢破

れ，かつての親密な関係は一転 し，相手への非難 と汚い

言葉の応酬，刑事訴訟，民事訴訟 という結果にな りはて

てしまいました。
㌔
パウロはテモテヘあてたすばらしい手紙の中で次のよ

うに書いています。「金銭 を愛することは，すべての悪の

根である。ある人々は欲ばって金銭 を求めたため，信仰

か ら迷ヤ〉出て，多 くの苦痛 をもって自分自身を刺 しとお

した。」(1テ モテ6：10)こ の偉大 な警告の真実性 を理

解するのは，そうむずかしいことでは拳りません。私は

これまで，激 しい物欲をもってひ とたび富 を得た人々に

ついて話してきましたが，彼 らの中には今 になって自分

が 「多 くの苦痛 をもって……刺 しとお」 されたことに気

づいている人々がいます。

もちろん私たちは日々の糧 を得ていかなければなりま

せん。主はアダムに，生涯顔に汗 してパンを得なければ

ならないと命 じられました。特に結婚 を控え，妻 とやが

て生まれて くる子供 を扶養する責任 を引 き受 けられ る若

い男性 にとって，自立への備 えをすることは非常 に大切

です。

十分に持 っているというような人はだれ もいません。

少な くとも私たちはそう考 えています。今の経済的状況

がどうであれ，私たちはそれをさらに向上させたい と考

えます。極端に走 らない限 り，それは悪い ことではあ り

ません。 しか し，貧欲 さが顔をもたげ，人の持 ち物を欲

しがるようになると，苦 しみが始まります。そして，そ

れはやがてはなはだしい苦痛へ変わってい くこともある

のです。

「あなたは隣人の家をむさぼってはならないδ」家 はだ

れにでも必要な ものです。冬 に体を暖め，夏にもある程

度ゐ快適さを与えて くれる家が必要です。家を求めるの

は悪いことではありません。むしろ大切なことです。し

か しある人々の ように，度 を過 ぎると愚かさが自分 を滅

ぼす罠 となる恐れ もあります。

隣人が身に着けている衣服や宝石な どをむさぼ り求め

てはいけません。驚 くべきことに，流行の奴隷になって

いる人々 もい ます。流行への願望 も強い所有欲 となり，

異常に肥大化 してい くことがあ ります。 そして個性を失
はたん

わせ.財 政を破綻 させてしまうごとさえあります。、瓠

の人が 自分の個性 を伸ばすよりも，自分 をほかの人 と同

じように見せたが り， ほかの人 と同 じ環境 の中で生活 し
　 ハ　ハハロ
たレ}と考えているか塑 些墨継 す。

あなたは隣天 の自動車をむさぼってはいけません。現

代の自動車はすばらしい機械です。所 によってはほとん

ど生活必需品になっていることもあ ります。しか し途方

もない値段の自動車 を買 うために，多額の借金をする人

を見 ると，人々の価値観は一体 どうなってしまったのだ

ろうか と考 えさせ られます。人々 は自分の欲望を満 たす
きゆう

ために借金 をしますが，高い利子の支払いに汲々 とし，

それを完済するために働 く奴隷のようになっています。

私の言っていることを誤解しないでいただきたい と思い

ます。繰 り返 しますが，人生に楽 しみを与えるものをあ
一
る程度所有することは悪い ことではあ りません。しかし，

題 さへ姿を変えること力蟹 こ望んでいま
す。貧欲 さは悪性の，そしてしつ こい病気です。一
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1831年 に主はオハイオの聖徒たちに次のように言われ

ました。 これは現代の私たちにも当てはまるものです。

「今やわれ主 は，シオンに住める民を悦 ばず。そは，怠

る者その中にあり，彼 らの子 らもまた今や次第 に悪事に
め もつ

増長し，永遠の富を熱心に求めず してその眼 は貧欲を以
みた

て充さるればなり。」(教 義 と聖約68：31)

私は皆 さんに，倹約 と勤勉の徳を養うようお勧 めしま

す。国家 を強 くするのは国民 の労働 とつつ ましい生活で

す。家族 を自立させるのも労働 と倹約です。負債は恐 ろ

しい結果 を招 くことがあります。借 りるのはい とも簡単

ですが，返すのは非常にむずか しい ものです。借金する

時は別 に感 じないか もしれませんが，それはやがて大変

な重荷 になることがあります。一般的に破産 は借金の も

たらす手ひどい結果なのです。私は1938年 に」・ルーベ

ン ・クラー クJr.副 管長がタバナクルの壇上か ら利子

について話すのを聞いた ことがあります。彼は次のよう

に言いました。
「金利は決 して眠ることも，病気になることも，死ぬこ

ともない。金利は入院 しない。 また金利 は日曜日にも休

日にも働 き続け，決して休 まない。訪問 も旅行 もせず，

娯楽にも興 じない。退職せず，解雇されず，絶え間な く

働 き続 ける。不作 もかんばつ もな く，税を払 うこともな

い。食物を買わず，衣服 を着ず，家 も家庭 も持たず，そ

のための修理 も買い換 えも，屋根 のふ き換 えも，配管工

事 も，ペ ンキ塗 りもしない。金利 は生活費 を使わない。

結婚 も，誕生 も，死 もな く，愛情 も，同情 も持たない。

それほ花 こう岩の崖のように厳 しく無情である。ひ とた

び借金をすると，金利 は昼夜の別な くあなたに伴い，あ

なたはそれを避けることも，逃れることも， また忘れ る

こともできない。それは懇願 にも，要求にも，命令にも

応 じない。そして，あなたが邪魔 した り，逆 らったり，

要求に応 じない ときには，いつで もあなた を踏 みつぶ

す。」(「大会報告」1938年4月 ，pp.102-103)

教会 のすべての家族がこの言葉 を紙に書 き写 して，借

金の怖 さを忘れないために， ときどき読み返すよう勧 め

たい と思います。

1829年 にマーテン・ハ リスはモルモン経初版印刷のた

めの債務を快 く引 き受けました。 しかし1年 後に彼に授

けた啓示 の中で主 はこう言われました。「印刷業者 に借
なんじ まぬか

りたる汝の負債 を支払いて束縛よ り免れ よ。」(教 義 と聖

約19：35)

ここで とりあえず申 し添 えておきますが，ある場合に

は借金をすることも必要です。学生の中には学業 を終え

るためにお金を借 りる必要がある人 もいるで しょう。 し

かし借 りたならば，必ず返す ようにして ください。それ

も速かに返す ようにして ください。ほかに楽 しみたいこ

とがあって も，それは後 回しにする必要があ ります。 ま

た多 くの人は家を購入するためにお金 を借 りなければな

らないことでしょう。事業を行なう場合にも，当然のこ

とながら，慎重な借金 は必要な ことであり，適切なこと

です。しかし く知恵を用いて ください。返済能力以上

の借金をしてはいけません。

ヒーバー ・」・グラン ト大管長 は次 のように話 した こ

とがあ ります。「人の心や家族の中に平安 と満足 をもた

らす ものがひ とつあるとすれば，それは収入の範囲内で

生活することである。人 を虐げ，打ちのめし，落胆 させ

るものがひ とつあるとすれば，それは手 に負えない借金

や債務 を背負 うことである。」(「扶助協会誌」1932年5

月，p.302)

それは富につきものの苦痛であり，人 の心 を腐 らせ，

破壊するものです。主は次のように言われました。「富 をハ
求めずして智恵を求めよ。 さらば見 よ，神の奥義は開か

れ，それ より'ら 富める者 とせ らるべし。見 よ，永遠の
も

生命 を有つ者 は富めるなり。」(教 義 と聖約6：7)，

私たちは日々の生活の中で，主の次の約束を忘れない，

ようにしましょう。「まず神 の国 と宇 の義 とを求 めなさ

，さ そうすれば，、これ らのものは，すべて添 えて与 えら
れるであろう。」(マ タイ6：33)私 はこの神聖な約束が

真実であることを証 します。

もう一度10番 目の戒めに戻 ってみましょう。「あなた

は……隣人の妻……をむさぼってはならない。」(出 エジ
かんいん

プ ト20：17)こ の勧告 と 「あなたは姦淫 してはな らない」

(出エジプ ト20：14)と いう戒めが説いているのは，道徳

と貞節 の問題以外の何 ものでもありません。結婚できる
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状況にある若い人たちに望むのは，結婚をあまり遅 らせ

ることがないように とい うことです。私は女性よりも， 踏

この問題 について積極的に動 くべ き責任 と特権を有する

男性に対 して特に強 く話 したいと思います。

軽薄な態度でむやみにデー トを繰 り返 しているようで

はいけません。愛 し，尊敬で きるふさわしい相手を求 め，

そして決心しなさい。昔から教会の指導者が教えてきた

原則に照らして，結婚 と家庭 について考えるようにして

ください。

そして結婚 した後は， 自分が選んだ相手 に対 して，誠

実 さと忠節を尽 くしなさい。その人は， この世 と永遠の

世 にわたって，あなたの最 も尊い存在にな ります。そし

て，その人はあなたの内にある最高のものを受けるに値

する人なのです。兄弟たちに申しあげます。あなたの奥

さんをファース トレディー，女王 とし，最大の関心を向

けて ください。

互いに夫婦 としてふさわしい生活をして ください。 ま

た相手に恥辱を与 えた り，なすべか、らざることをして悔

やむようなことのないようにして ください。結婚前は清

い生活をし，結婚後 もいつまで も誠実さを守 り続けて く

ださい。世の中の離婚率の高さには目に余 るものがあ り

ます。 しかし教会内の離婚率も，残念なことにかなりの

数字を示しています。私はごこ何年もの間，聖約を破 動

神聖な責任か ら道 を踏み外 した人々あ問題 に毎週のよう

にかかわってきました。その中で目にしてきた悲劇的な・

結末 は，胸の張 り裂けるよ づ欺悲 しみ と涙，踏みにじら

れた約束，妻子の深い嘆きで した。

多 くの場合， これ らの悲劇は利己心 と自己中心癖 に原

因があ ります。このような罪悪 は1恥 ずべきものである

と同時に，人の心を傷つけ，.荒廃させ るものです。

永遠の神聖な誓約を交わ したばか，りの美しい花嫁 と花

婿の姿ほどすばらしいものはあ りません。そのマ方，私.

は不道徳 という暗い影 ほど悲 しむべ きものをほかに知 り

ません。その影は，結婚生活の中にも入 り込み，相手へ

の非難，苦悩，そして多 くの場合，離婚，孤独，後悔 を

もたらすことがあります。
「あなたは姦淫 してはな らない。」そして私通，あるい

はそれ に類す ることも一切 してはな りません。そして

「あなたは隣人の妻 をむさぼってはならない。」 またほ

かのいかなる人 をもむさぼってはいけません。

結婚式の日は，人生で最 も大切な日となすべきもので

す。すべての人が汚れな く幸福な気持 ちで，その日を迎

えるようにと望んでいます。そしてひ とたび神の聖なる

神権の権能によって永遠の結婚 の誓約 を交わしたならば，

決 してほかの人に目を向けるようなごとがあってはな り

ません。互いに忠節 と誠実 を尽 くし7相 手が必要 として

いることに心か らの関心を向けて ください。

主 は 「あなたはむさぼってはなちない」 と的を射た戒

めを私たちに授けられました。F利己心によって人 と人 と

の関係を台無しにするようなこ・どをしてはなりません。

貧欲 さによって幸福 な生活 を崩すようなことがあっては

な りません。必要のないもの， また誠実 さや高潔 さを犠

牲 にしなければ得 られない ものを貧欲に求めて， 自分を

破滅 させ，絶望の淵に陥るようなことのないようにして

ください。

主はこれらの問題について明確に語って率、うれます。

代々φ予諸 もそれ樽 調してきました・嘩

う人々 は，心の平安 と安 らかな家庭を得て∫周囲の人々

が 一1藤れることでしょう。□

ホー ムティ」 チ ャーへの提案
●毎 ●● ● ●●1● ● ●● ●● ●● ●● ●

1.主 は，家，.妻，社会印埴位，自勤事塗ど，いかなる

ものであ』つでも・隣木のものを㌍さぼってはなら.な
い と教 えでお られる。

2.主 は私たちに，勤勉 と節約の徳 を実行 し，主や配偶

者 と交わした誓約を守 るようにと教 えてお られる己

3・ 負債 は恐ろし吟結果 を招 ぐζζがある6借 りう(Dは

い ともたやすいが・1返すり ば非常姪むず塑 しい。

4・ ヒングレー副管長は㌧主撒 解 従 う腱
，はどのよ ・

うな祝福力覇 靖 つて墜 鯵?・
、鯉 平安潔

らかな家庭，人々ゐ敬意ジ
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ゲツセマネの園に昔からある

このオリーブの木の実が，

石うすの重みで押しつぶされたと同様に，

救い主も世の罪の重さに

苦しみもだえられたのです。

一セ と 〔エ ライジ ャ〕が彼 らに現 れ

・た
。」(マ タイ17：1-3)

研 究 者 の問で も，イ エスが姿 を変

え られ た この 山が，実際 にヘル モ ン

山で あったのか， それ ともタ ボル 山

であ ったのか，意 見 は一致 して い ま

せん。 しか しそれ以 上 に大切 な こと

は， こ こに現 わ れたモー セ とエ ライ

ジ ャが，主 の指示 の下 に，ペ テ ロ と
かぎ

ヤ コブ とヨハ ネ に神権 の鍵 を授 けた

とい う ことです。

さ らに特筆 すべ きこ とは， このモ

ーセ とエ ライ ジャが
，1836年4月3

日 にカー トラ ン ド神殿 で， それ と同

じ特別 な鍵 をジ ョセ フ ・ス ミス とオ

リヴ ァ ・カウ ドリに授 けた とい うこ

とです。 カー トラン ド神殿 が献堂 さ

れてち ょうど1週 間後のことでした。(教 義 と聖約110=

11-16参 照)

幾世紀 にもわたって信仰深いユダヤ人たちは，過越の

時にエライジャが戻って くることを待ち望んでいます。

実に興味深いことに，1836年4月3日 という日は，復活

祭の日曜日と過越 の祭の初 日が重なる非常に珍 しい日に

当たっていました。エライジャは待 ち望 まれていた とお

り，過越の祭に， そして復活祭の日に，地上に戻 り，た

だひとりエライジャにのみ託されていた結び固めの権能

の鍵を回復 したのでした。

この同じ鍵は，完全な永遠のきずなを完成させ るため

に，現在で も主の聖なる神殿 の中で使われています。私

たちは，正 しく権能 を授けられた主の代理人によって執

行 されるこうした儀式が，主に認められ喜 ばれるもので

あることを知っています。それは，主が 「あなたがたが

地上でつな ぐことは，天でも皆つながれ，あなたがたが

地上で解 くことは，天で もみな解かれるであろう」(マタ

イ18：18)と 言われたからにほかな りません。 こうした

永遠の儀式 は聖なる神殿の中で執行 されていますが，神

殿 はときに 「主の家の山」 と呼ばれることがあ ります。

(イザヤ2：2。II二 一ファイ12：2参 照)

昔，山は現在の神殿 と同じような目的で使用され るこ

とがよくあ りました。たとえば，モーセはシナイ山に連

れて行かれ，そこで主から教えを受

けました。

山を登 るのはたやすいことではあ

りません。ですから，その当時 も，

今 も，主ほ弟子たちに，努力するこ

とと従順であることの大切 さを教え

るために，山に登 るようにと言われ

ました。主 は象徴的な意味でも，そ

しておそらくは文字 どおりの意味で

も，皆 さんに も同 じことを求めてお

られるのです。

誤 現在 のイスラエルには，昔 と同様，
さ

… もうひ とつ重要な山があります。そ
ト

髪 れ はモ リヤの山で す。現在， この山エ

奮 には人の手になる建造物や回教寺院
ま

… が建 て られ てい ます。 しか し，それ
匿

で もこの 山が， アブラハ ム とイサ ク

による従順 と信仰の物語 を語 り継 ぐ聖なる地であること

には変わ りありません。 この親子 は神の求めに応 じて，

ベエルシバか らモ リヤの山まで3日 間 もの旅をしました。

(創世22参 照)「 モ リヤ」 という語には，ヘブライ語で

「エホバが見た もう， あるいは，エホバが選びた もう」

という意味があります。

エルサ レムの最初の聖なる神殿は，モ リヤの山上に建

てられました。

地域に密着した知識

当時，死者 を葬 るた めに は一般 的 に地下墓 地が使 われ

てい ました。 イエ ス は愛す る友 ラザ ロが亡 くな った とき，

その場 所 には居 合 わせ なか った のですが，彼 が亡 くなっ

た ことはよ くご存 じで した。(ヨ ハ ネ11参 照)聖 典 の記録

によれ ば， ラザ ロが亡 くなってか ら4日 後 にイエ スがベ

タニヤ に来 られ た とあ ります。 しか し， 日がた ちす ぎて

いる と思 った ラザ ロの姉妹 マル タは， こ う叫 び ました。

「主 よ
， もう臭 くなってお ります。」(ヨ ハ ネ11：39)

す る と， イエス は 「大 声で 『ラザ ロよ， 出て きな さい』

と呼 ばわれ た。

す る と，死人 は手足 を布 で まかれ，顔 も顔 おお いで包

まれ た まま，出て きた。イ エス は人々 に言 われた，『彼 を
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ほどいてやって，帰 らせなさい。』

・多 くの……人 たちは，イエスを信 じた。」(ヨ ハネ

11：43-45)

ラザロが亡 くなってから，墓から出て くるように言わ

れて生 きて出て くるまで，4日 の期間があったわけです

が，これには非常に重要な意味があります。その重要な

点のひ とつは，ユダヤ人 の言い伝えに，霊が最終的に死

者の肉体から出て行 くためには4日 かか り，その後腐敗

が始まる， とい う説があることです。主は， ご自分には

死に打ち勝つすべての権能があり， また生命 をも治める

ことができるということをお示 しになるために，何 もか

もご存 じの うえで，4日 が経過す るのを待っておられま

した。そのうえでラザロを死か ら起 こされたのです。

順いの象徴

オ リーブの木は，聖地では特別な意味を持つ木です。

オ リーブの枝 は，世界中 どこで も平和の象徴 と考えられ

ています。この木 は食用にも，明かり用にも使われ， ま
たきぎ なんこう

た薪 として も，建築 材 として も，軟 膏 として も，薬用 と

して も利 用 されてい ます。当時 も今 も， イス ラエル の生

活 とは切 り離 せない関係 にあ ります。 この木 は落葉樹 と

は違 って，1年 中，緑 の葉 を絶 やす ことがあ りません。

ひ とた び切 り倒 され て も， まるで永遠 の生命 を象徴 す る

かの ように，その根 か らま、た新 しい命 が芽 生 えて きます。

イエ スは，瞭 いの第1段 階 を完成 させ るために，オ リ

ブ山 のふ も とへ行 かれ ま した。 その舞 台 となったのが，

ゲ ツセマネの園 です。「ゲ ツセ マネ」とい う語 は，ヘ ブラ

イ語 のふたつ の語根 ，す・なわ ち 「押 しつぶす」 を意味 す

る 「ガ ス」 とい う語 と， 「油」特 にオ リー ブの油 を意味 す

る 「シー メン」 とい う語 を合わせ た ものです。

この園で は， オ リーブの実 を巨大 な石 うす の重 みで押

しつぶ して，貴 重 な油 を搾 り取 って い ました。 同 じよう

に，キ リス トもゲ ツセマネ の園で，世 の罪 の重圧 を全身

に受 け，苦 しみ もだ えられ たのです。 キ リス トは，命 の

「油」 とも言 うべ き血 を， あ らゆる毛 の穴か ら流 され た

のです。(ル カ22：44;教 義 と聖約19：18参 照)

イ エス とい う名 には，独 自の意義 が あ ります。 ひ とつ

は， 「メ シヤ」とい う もので，ヘ ブ ライ語 で 「油注が れた

者」とい う意昧 です。 もうひ とつ は， 「キ リス ト」とい う

もので，ギ リシャ語でやはり 「油注がれた者」 という意

味です。現在で も，イエスの時代 と同様 に，病人に祝福

を施す儀式には，聖別 されたオ リーブ油を注 ぐ儀式が含

まれています。ですから，今度，聖別された油が祝福 を

受 ける人 の頭上に注がれ，「私 はあなたに この聖別 され

た油 を注 ぎます」 という神聖な言葉が述べられ る場 に巡

り合わせたら，ゲツセマネで行なわれた最初の聖別 のた

めに， どれほどの代価が支払われたかを，タ く思い起 こ

して ください。 また，それが これまで生 を受 けた人々，

これから生を受 ける人々に対 して， どのような意昧を持

つのか，よく考 えてみて ください。苦 しんでいる人々に

癒 しと慰めと祝福を与 える，瞭 いの力について深 く考え

てみて ください。そして，光 をもたらす油 を搾 り取 るた

めにオ リーブの実が石 うすで押 しつぶされた と同様 に，

救い主 も世の罪の重みを受 けて苦 しまれたことを思い起

こして ください。照い主 は，あらゆる毛の穴か ら命の血

を流されたのです。ですか ら，「試しに会 うとき」(『部屋

を出る前 に』賛美歌78番)に は，ゲツセマネのことを思い

出して ください。

主の照いの第2段 階 は，十字架上で完成 します。 これ

に先立つこと数時問前，ピラ トは神の小羊に十字架刑 を

言い渡 しますが， この時はちょうど，近 くで小羊を過越

の犠牲 として捧げるための準備が行なわれている最中で

した。.(ヨハネ19=13-14参 照)

十字架の刑は， ゴルゴタ(ヘ ブライ語)な いしはカルバ

リ(ラテン語)と 呼ばれる丘の上で執行 されました。 とも

に，「され こうべ」という意昧です。され こうべは死の象

徴です。そのような場所で，腰いの犠牲 は完成 したので

す。十字架の上で，世の救い主 は，死に打ち勝ち，高 く

上げられました。これは，考えられる限 り最高 に意義深

い出来事であり，主が死 に打ち勝 つ力 を持ってお られ る

ことが，はっきりと示 されたのです。

父なる神は，ゴルゴタ(ま たはカルバ リ)で御子イエス

を捧 げられ ましたが，ここはモ リヤの山の北 にある岩の

露頭で，およそ2000年 ほど昔，アブラハムがイサ クをま

さしく犠牲 に捧げようとしたその場所で し左。はるか昔

に予見された とお り，その同じ場所で救い主の蹟いの犠

牲が完成 したのです。

しか し， もちろんそれで終わりではあ りませんでした。

それは単 なる新 しい始 まりに過 ぎなかったのです。復活
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「疑い深い トマス」カール ・ヘン リック ・ブロック画。

デ ンマー ク， フ レデ リック スボ ル城 付属 チ ャペ ル

蔵。 フ レデ リックスボル博物館の許可 によ り転載。

という事実は，何 ものに も勝って栄

光に満ちた出来事です。使徒パウロ

は，墓の中で3日 間過 ごされたイエ

スが，「眠っている者の初穂 として，

死人の中か らよみがえったのである。

アダム にあってすべ ての人 が死 ん

でい るの と同 じように， キ リス トに

あ ってすべて の人 が生か され るので

あ る」(1コ リン ト15：20-22)と 記

録 して い ます。

復 活 された主 は， そ の弟子 た ちに

次 の よ うな重 要 な責任 を与 え られ ま

した。「全世 界 に出て行 って，すべ て

の造 られ た もの に福 音 を宣 べ 伝 え

よ。」(マ ルコ16：15)

「そ れ ゆ えに
， あな たが た は行 っ

て， すべ ての国民 を弟子 として， 父 と子 と聖霊 との名 に

よって， 彼 らにバプ テスマ を施 し， あなたが たに命 じて

お いたい っさいの こ とを守 るよ うに教 え よ。見 よ，わ た

しは世 の終 りまで， いつ もあなたがた と共 にいるので あ

る。」(マ タイ28：19-20)

こ の責任 に関 して は，今 なお私 たち一人一 人 に義務 が

課 せ られ てい ます。主 の真 の弟子 な らば， この神聖 な責

任 を決 してな いが しろにす る ことはあ りません。

将 来

しか し，救い主のみ業は聖地 だけに限 られてはいませ

ん。主 は，「わたしにはまた，この囲いにいない他の羊が

ある。……彼 らも，わたしの声に聞き従 うであろう」(ヨ

ハネ10=16)と 言われました。

この 「他の羊」を愛 しておられればこそ，復活 された

主は，アメ リカ大陸にその羊を訪ねられたのです。(m二

一ファイ15：21参 照)主 はそ こで福音 を教 え
， ご自身の

教会を設立されました。 そして， ご自分がその羊たちの

問で行なわれた恵みと導きを施す業について，記録 にと

どめてお くように責任を与 えられました。

私たちが この羊 たちから受け継いだその貴重な記録が，

モルモン経であり， この書物は実 に明瞭に書かれた偉大

な聖典です。 この記録は，伝道にき

わめて大 きな力を発揮する聖典であ

り，またイエス ・キ リス トについて

のもうひとつの証でもあります。私

たちは，父 なる神 とその御 子イエ

ス ・キ リス トが，1820年 ，ニューヨ

ーク州北部の片田舎で
，予言者 ジョ

セフ ・ス ミスにそのみ姿を現わされ

たことを証するものです。その日，

その場所か ら，約束されていた万物

更新が始まりました。私たちが現在

携わっている偉大な末 日のみ業が，

待ちわび，涙 を流している世の人々

に祝福 をもたらすために，主のご計

画 どお りに始められたのです。

しかし，最終的に主は，この地上

にお られる問そのみ業によって清め

られた地に戻 って来 られます。主は，勝利のうちに，エ

ルサレムヘ戻 って こられます。あらゆる毛の穴か ら流 さ

れたとい うその血を象徴する真紅の王衣 を身にまとって，

聖都エルサレムヘ戻 られるのです。 この聖都をはじめと

して世界 の各地で，「主の栄光があらわれ，人は皆 ともに

これ を見る」(イ ザヤ40：5)こ とにな ります。 また，オ

リブ山には主が戻 られて，「山は二つに裂け」(教 義 と聖

約45：48)ま す。

私たちには，その栄光 に満ちた主の再臨のために，世の

人々に備えをさせるという神聖な責任が与えられています。

願わ くば，主がこの世 にお られる間にこの聖地で行な

われたみ業の，象徴的な意味を十分に認識することがで

きます ように。 また，主の愛されたほかの羊に対するみ

業 についても，理解で きますように。そして，万物の回

復の時代に生きる私たちが，主の再臨のために世の人々

を備 えさせるという，ゆだね られた役割をいつ も認識で

きますように。さらに，主の終わ りのない生涯が，絶 え

ず私たちの生涯に大 きな影響 を及ぼしていることを常 に
しもべ

心に とどめておけますように。私たちはその主の僕なの

です。最後 に，私たちにゆだね られている数多 くの大 き

な責任 を果たすに当たって，私たちが主のみこころのま

まに，みずから進んで行動する力 と強さとを持つ ことが

で きますよう，心から祈っています。
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